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会 

議 

名 

 

（仮称）市民参画条例策定委員会グループ会議 月曜日グループ（要旨） 

日

時 

平成１９年７月２日（月） 

午後７時～９時 
場  所 

市役所東館８階 ８０５会議室 

月曜日グループ ６名（伊藤、岩波、上川、園部、福岡、森田） 

職員 １名（和田） 
出

席

者  

 内  容  

 

 今月末から始まる地域や各種団体との意見交換会に向けて、日程や地域割り、意見交換会の進め

方などについて議論を行った。 

 

１．意見交換会の日程や地域割りについて 

  ・南部地域で２回は少ないのではないか。中央公民館と東館だけでは地域割りが大きい。 

  ・１会場 20 人程度を想定しているが、参加希望人数が多ければ回数を増やしてもいい。少し

でも多くの人の意見を聞くべき。 

  ・人口も多く、連合自治会なども組織されている鳴尾地区で１回開催する必要があるのではな

いか。 

  ・南部での開催時間が日中だけであり、夜間の部が必要ではないか。 

 月曜 Gの意見 

  鳴尾での開催は必要である。（南部での開催を増やす）また、夜間の開催も設けるべきではない

か。少しでも多くの意見が聞けるようにすべきである。 

 

２．意見交換会に参加出来ない人の意見の吸い上げ方について 

  ・「中間まとめ」の裏面に、意見交換会の日程と意見を寄せてくださいの案内を掲載する。 

・意見交換会に参加出来ない人はもとより、参加した人でも後から FAXやメールで意見が出し

やすいように、意見提出用の様式を「中間まとめ」に付けておく。 

・意見募集の日程は、意見交換会の日程と同時並行に行う。但し、最後の意見交換会が９月初

めのため、参加者も意見が言えるように最終の締め切りは９月中旬ぐらいとする 

・市民館や公民館にも中間まとめを置く。 

 月曜 Gの意見 

意見交換会に参加した人もしていない人も意見が言えるように、FAX・メール等でも募集すべ

きである。また、「中間まとめ」が少しでも広く周知されるように、配布場所等工夫すべきである。 
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３．意見交換会の進め方について 

  ・最初に「中間まとめ」の説明が必要（40分程度） 

・「中間まとめ」の４ページに掲載している中間まとめの構成を、全体像をわかりやすくするた

めに図で表示する。 

・市民の参画と協働がなぜ必要か、どんなメリットがあるかなどの質問も想定される。 

・意見交換は様々な意見を出してもらう場である。 

・出た意見は今後の提言に向けて吟味、参考とさせてもらう。 

・今後のスケジュールについても確認しておく必要がある。 

 月曜 Gの意見 

  「中間まとめ」の全体像を分かりやすい図でまとめた資料等を用意して説明するのがいい。ま

た、今回の意見交換会でもらった意見は、提言の作成に向けて参考とさせてもらう。 

 

 

 

 


